
日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４４日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４４日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４４日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４４
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日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４５日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４５日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４５日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４５
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日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４６日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４６日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４６日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４６
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日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４７日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４７日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４７日本相談支援専門員協会編，「サービス等利用計画作成サポートブック修正版」Ｐ．４７
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○支援目標及び支援計画等

支援目標

支援内容

（内容・留意点等）

支援期間

（頻度・時間・期間等）

サービス提供機関

（提供者・担当者等）

優先

順位

一日のスケジュールを

決めて、体力の向上を

目指す

週3回、事業所に通う体力に配慮し、疲労度を毎

回チェックし、徐々に体力をつけさせる。

週3回、10時から16時まで、

6か月

Ｂ就労移行支援事業所

○○○担当

１

パソコンの入力作業の

向上を目指す

片手入力を行い、確実な入力と、どの程度の速

度でできるか、結果をフィードバックしながら動機

づけを持たせる

週3回、10時から16時まで、

6か月

Ｂ就労移行支援事業所

○○○担当 ２

関係機関との連携を図

る

ＳＴの訓練状況の把握、日常生活の過ごし方等

の把握のため、○○総合病院のＳＴ、相談支援

事業所等のサービス担当者会議への出席

随時、６ヵ月

病院ＳＴ、相談支援事業

所○○担当

１

利用者名利用者名利用者名利用者名 作成年月日：作成年月日：作成年月日：作成年月日： 年年年年 月月月月 日日日日

総合的な援助の方針 （サービス等利用計画において示された「総合的な援助の方針」を記載）

長期目標（内容、期間

等）

就労の場を確保し、充実した生活を送れるようにする（2年）

短期目標（内容、期間

等）

週3回事業所に通えるようにする（６ケ月）

個別支援計画書例

平成平成平成平成 年年年年 月月月月 日日日日 利用者氏名利用者氏名利用者氏名利用者氏名 印印印印 サービスサービスサービスサービス管理責任者管理責任者管理責任者管理責任者 印印印印
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42

個別支援計画書例

（以下、略）（以下、略）（以下、略）（以下、略）

利用者氏名 Ｓ・Ｋ1 利用者及び家族等の要望（１） 本人（２） 家族（３） 備考2 支援目標と課題（１） 長期 （内容及び期間等）（２） 短期 （内容及び期間等）
3 具体的な課題及び支援計画等 支援期間（頻度・時間・期間等） サービス提供機関（提供者・担当者・摘要等） 優先順位週１回　　１時間半程度６ヶ月間 日中活動支援事業所 1

作成年月日　Ｈ１９年5月○日（言語的な表現で本人の意向を確認することはできない）イライラも少なくなり、周りに気を配る等、本人なりに“おとな”になってきた。親が見ている下ではなく、本人ひとりの個性でいろいろな人と仲良くなり、そういう人たちの中で生活してほしい。

地域の人とのかかわりを中心とした日中活動を展開する本人らしい自立生活（活動、暮らし）を確立する

本人らしさがさらに際立つ活動の設定が必要 近隣の軽度認知症の方とのかかわりを定例化し、本人だからこそできる役割を確立する
要望実現のための具体的課題 支援内容（内容・留意点等）



　　
4:00

6:00

8:00

午

　

前

9:00

10:00

11:00

12:00

午

　

後

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

夜

　

間

19:00

20:00

22:00

0:00

2:00

4:00

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 支援上の留意点など週間個別支援計画表の例
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(4)個別支援計画の実施

・・・・ 設定設定設定設定されたされたされたされた目標目標目標目標を、効率よくを、効率よくを、効率よくを、効率よく達成達成達成達成することに努めるすることに努めるすることに努めるすることに努める

・・・・ 個別個別個別個別支援計画に則り、適切にサービスを提供する支援計画に則り、適切にサービスを提供する支援計画に則り、適切にサービスを提供する支援計画に則り、適切にサービスを提供する

・・・・ 支援支援支援支援のペースやスケジュールは、利用者とよく話し合って決めるのペースやスケジュールは、利用者とよく話し合って決めるのペースやスケジュールは、利用者とよく話し合って決めるのペースやスケジュールは、利用者とよく話し合って決める

実施方法実施方法実施方法実施方法

必要なツール必要なツール必要なツール必要なツール

・・・・ 支援支援支援支援経過記録表経過記録表経過記録表経過記録表

・・・・ 支援スタッフの支援スタッフの支援スタッフの支援スタッフの役割を明確役割を明確役割を明確役割を明確にするにするにするにする

・・・・ 支援スタッフはお互いに支援スタッフはお互いに支援スタッフはお互いに支援スタッフはお互いに情報交換情報交換情報交換情報交換しながら支援を実施しながら支援を実施しながら支援を実施しながら支援を実施

・・・・ 時間軸時間軸時間軸時間軸（（（（段階段階段階段階））））を意識した支援に努めるを意識した支援に努めるを意識した支援に努めるを意識した支援に努める

・・・・ 支援のペースやスケジュールについては支援のペースやスケジュールについては支援のペースやスケジュールについては支援のペースやスケジュールについては、、、、本人の同意本人の同意本人の同意本人の同意を得て実施するを得て実施するを得て実施するを得て実施する

・・・・ 個別支援の実施に当たって個別支援の実施に当たって個別支援の実施に当たって個別支援の実施に当たって支援の責任者支援の責任者支援の責任者支援の責任者を決めておくを決めておくを決めておくを決めておく

・・・・ 他の支援方法の導入など他の支援方法の導入など他の支援方法の導入など他の支援方法の導入など工夫を怠らない工夫を怠らない工夫を怠らない工夫を怠らない

・・・・ 個別支援計画の実施を記録しておく個別支援計画の実施を記録しておく個別支援計画の実施を記録しておく個別支援計画の実施を記録しておく
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【自立訓練（生活訓練）の標準的な支援内容】

退所・退院早期退所・退院早期退所・退院早期退所・退院早期 通所期・訪問導入期通所期・訪問導入期通所期・訪問導入期通所期・訪問導入期 訪問期訪問期訪問期訪問期

（訓練準備期）（訓練準備期）（訓練準備期）（訓練準備期） （生活習慣修得期）（生活習慣修得期）（生活習慣修得期）（生活習慣修得期） （定着期）（定着期）（定着期）（定着期） （フォロー期）（フォロー期）（フォロー期）（フォロー期）

期 間 １２ヶ月間 ６ヶ月間 ６ヶ月間 １２ヶ月間

日 中 通 所 ○ ○ ○ －

訪 問 △ △ ○ ○長期入院・入所者の特記事項 ○○○○具体的な地域生活の理解と動機具体的な地域生活の理解と動機具体的な地域生活の理解と動機具体的な地域生活の理解と動機付け付け付け付け（例：視覚的にわかりやすい（例：視覚的にわかりやすい（例：視覚的にわかりやすい（例：視覚的にわかりやすい情報提供や極めて短期的なｸﾞﾙｰ情報提供や極めて短期的なｸﾞﾙｰ情報提供や極めて短期的なｸﾞﾙｰ情報提供や極めて短期的なｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの体験）ﾌﾟﾎｰﾑの体験）ﾌﾟﾎｰﾑの体験）ﾌﾟﾎｰﾑの体験） ○実際の移行先の調整○環境の変化に伴う心理的不安を解消 ○地域移行した際に活用の可能性のある福祉ｻｰﾋﾞｽに係る情報を提供ADL,IADLの向上 ○○○○生活リズムの確立生活リズムの確立生活リズムの確立生活リズムの確立○食事、排泄等の基本動作の習得○食事、排泄等の基本動作の習得○食事、排泄等の基本動作の習得○食事、排泄等の基本動作の習得○着脱衣、洗面等の身辺処理の習○着脱衣、洗面等の身辺処理の習○着脱衣、洗面等の身辺処理の習○着脱衣、洗面等の身辺処理の習得得得得 ○○○○洗濯、調理、買い物、掃除洗濯、調理、買い物、掃除洗濯、調理、買い物、掃除洗濯、調理、買い物、掃除などの日常生活関連動作などの日常生活関連動作などの日常生活関連動作などの日常生活関連動作の習の習の習の習得得得得 ○日常生活関連動作について直接的な支援から、本人の自主的な取り組みを促す支援の方法に切り替える
○訪問により食事、服薬、掃除、洗濯、身だしなみの状況確認や相談に応じる

社会経済活動参加能力の向上 ○コミュニケーション能力を身につける ○○○○本人の地域生活のルール本人の地域生活のルール本人の地域生活のルール本人の地域生活のルール（安全管理）、マナーの習（安全管理）、マナーの習（安全管理）、マナーの習（安全管理）、マナーの習得得得得○適切な人間関係の構築を○適切な人間関係の構築を○適切な人間関係の構築を○適切な人間関係の構築を図るための基礎を習得図るための基礎を習得図るための基礎を習得図るための基礎を習得○社会生活全般に関する習慣の習得
○○○○金銭管理金銭管理金銭管理金銭管理○交通機関、電話の利用○交通機関、電話の利用○交通機関、電話の利用○交通機関、電話の利用○社会生活に関する習慣○社会生活に関する習慣○社会生活に関する習慣○社会生活に関する習慣の定着の定着の定着の定着・ 対人関係を築く・ 生活上の社会経済活動への参加のための訓練

○訪問により福祉サービ ス利用、金銭管理等の状況確認や相談に応じる○必要に応じて、事業者、利用者と圏域（地域）でのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等との協力・連携を図ることにより、地域生活の安定が図れるよう協力する

① 長期入所者・入院患者

○施設又は病院が準備したグループホーム等において訓練

※ 地域の社会資源の状況から通所することが困難であるなど、一定の条件に該当する場合、施設入所も可能。 45



支援経過記録表支援経過記録表支援経過記録表支援経過記録表

平成　　　　年　　　月　　　　日

利用者氏名　　　　　　　　　　　　様

月日 支　援　内　 容 経  　　　　　　過 記録者

支援経過記録表の例
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(5)中 間 評 価 と 修 正

① 個別支援計画の評価

・・・・ 時期（段階）ごとに時期（段階）ごとに時期（段階）ごとに時期（段階）ごとに、、、、支援支援支援支援目標目標目標目標達成度達成度達成度達成度を評価を評価を評価を評価

・・・・ 同時に、同時に、同時に、同時に、サービスの実施内容などサービスの実施内容などサービスの実施内容などサービスの実施内容など個別適性個別適性個別適性個別適性もももも評価評価評価評価

・・・・ 利用者にサービスが適切に提供されているかを評価利用者にサービスが適切に提供されているかを評価利用者にサービスが適切に提供されているかを評価利用者にサービスが適切に提供されているかを評価

実施方法実施方法実施方法実施方法

・・・・ 支援支援支援支援目標目標目標目標の達成度を評価するための情報を収集するの達成度を評価するための情報を収集するの達成度を評価するための情報を収集するの達成度を評価するための情報を収集する

・・・・ 情報を時期（段階）ごとに、達成度を評価情報を時期（段階）ごとに、達成度を評価情報を時期（段階）ごとに、達成度を評価情報を時期（段階）ごとに、達成度を評価するするするする

・・・・ 達成度は、主目標及び個別目標の観点から評価達成度は、主目標及び個別目標の観点から評価達成度は、主目標及び個別目標の観点から評価達成度は、主目標及び個別目標の観点から評価

・・・・ 状態の評価は、状態の評価は、状態の評価は、状態の評価は、初期状態と比較してどれだけ変化したか初期状態と比較してどれだけ変化したか初期状態と比較してどれだけ変化したか初期状態と比較してどれだけ変化したかをベースに評価をベースに評価をベースに評価をベースに評価

・・・・ 併せて、併せて、併せて、併せて、利用者の意向や環境の変化利用者の意向や環境の変化利用者の意向や環境の変化利用者の意向や環境の変化なども評価なども評価なども評価なども評価

・・・・ 個別支援計画に沿ってサービスが提供されたかを評価個別支援計画に沿ってサービスが提供されたかを評価個別支援計画に沿ってサービスが提供されたかを評価個別支援計画に沿ってサービスが提供されたかを評価

・・・・ 分析を記録する分析を記録する分析を記録する分析を記録する

必要なツール必要なツール必要なツール必要なツール

・・・・個別支援計画の修正・変更個別支援計画の修正・変更個別支援計画の修正・変更個別支援計画の修正・変更記録票記録票記録票記録票
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個別支援計画の修正・変更記録票

利用者名

支援目標 達成状況の評価 達成されない原因の分析

1

達成 ほぼ達成

2

達成 ほぼ達成

3
達成 ほぼ達成

4

達成 ほぼ達成

5

達成 ほぼ達成

6

達成 ほぼ達成

様今後の対応（支援内容・方法の変更等） 優先順位 担当者未達成
未達成
未達成
未達成
未達成
未達成

個別支援計画の修正・変更記録票の例
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（5）中 間 評 価 と 修 正

１１１１ 利用者の利用者の利用者の利用者の権利権利権利権利が守られているかが守られているかが守られているかが守られているか

２２２２ サービスについて利用者はサービスについて利用者はサービスについて利用者はサービスについて利用者は満足満足満足満足してしてしてして

いるかいるかいるかいるか

３３３３ 新たにニーズ新たにニーズ新たにニーズ新たにニーズが発生しているかが発生しているかが発生しているかが発生しているか

４４４４ 設定されている設定されている設定されている設定されている目標が達成目標が達成目標が達成目標が達成されていされていされていされてい

るかるかるかるか
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モニタリングの際の勘案事項

①①①① 障害者障害者障害者障害者

等の心身等の心身等の心身等の心身

の状況の状況の状況の状況

②②②② 障害者等の置かれている環境障害者等の置かれている環境障害者等の置かれている環境障害者等の置かれている環境②②②② 障害者等の置かれている環境障害者等の置かれている環境障害者等の置かれている環境障害者等の置かれている環境

③③③③ 総合的な援総合的な援総合的な援総合的な援

助の方針（援助助の方針（援助助の方針（援助助の方針（援助

の全体目標）の全体目標）の全体目標）の全体目標）

④④④④ 生活全般生活全般生活全般生活全般④④④④ 生活全般生活全般生活全般生活全般

の解決すべの解決すべの解決すべの解決すべ

き課題き課題き課題き課題

⑤⑤⑤⑤ 提供される提供される提供される提供される

各サービスの目各サービスの目各サービスの目各サービスの目

標及び達成時標及び達成時標及び達成時標及び達成時

期期期期

⑥⑥⑥⑥ 提供されるサー提供されるサー提供されるサー提供されるサー

ビスの種類、内容、ビスの種類、内容、ビスの種類、内容、ビスの種類、内容、

量量量量 等等等等

・・・・ 家族状況家族状況家族状況家族状況

・・・・ 障害者等の介護を行う者の状況障害者等の介護を行う者の状況障害者等の介護を行う者の状況障害者等の介護を行う者の状況

・・・・ 生活状況（日中活動の状況（生活状況（日中活動の状況（生活状況（日中活動の状況（生活状況（日中活動の状況（就労就労就労就労・通所・通所・通所・通所

施設等）、地域移行施設等）、地域移行施設等）、地域移行施設等）、地域移行等に等に等に等による住環境や生よる住環境や生よる住環境や生よる住環境や生

活環境の変化活環境の変化活環境の変化活環境の変化、家族、家族、家族、家族の入院、死亡又は出の入院、死亡又は出の入院、死亡又は出の入院、死亡又は出

生生生生等に等に等に等によるよるよるよる家庭環境の変化、家庭環境の変化、家庭環境の変化、家庭環境の変化、ライフライフライフライフスススステーテーテーテー

ジジジジのののの変化（変化（変化（変化（乳幼児期から学齢期への移行、乳幼児期から学齢期への移行、乳幼児期から学齢期への移行、乳幼児期から学齢期への移行、

学齢期学齢期学齢期学齢期から就労への移行等から就労への移行等から就労への移行等から就労への移行等））））
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・・・・ 支援目標支援目標支援目標支援目標をををを達成達成達成達成するためにするためにするためにするために個別支援計画（個別支援）プログラム個別支援計画（個別支援）プログラム個別支援計画（個別支援）プログラム個別支援計画（個別支援）プログラムをををを修正修正修正修正するするするする

・・・・ 提供提供提供提供されるされるされるされるサービス内容サービス内容サービス内容サービス内容を修正を修正を修正を修正するするするする

・・・・ 利用者利用者利用者利用者に修正や変更の同意を得るに修正や変更の同意を得るに修正や変更の同意を得るに修正や変更の同意を得る

実施方法実施方法実施方法実施方法

・・・・ 支援達成度支援達成度支援達成度支援達成度を評価した結果を評価した結果を評価した結果を評価した結果、到達、到達、到達、到達目標に達成していない場合、目標に達成していない場合、目標に達成していない場合、目標に達成していない場合、

○○○○利用者や家族の要因による利用者や家族の要因による利用者や家族の要因による利用者や家族の要因によるもももものかのかのかのか

○スタッフ○スタッフ○スタッフ○スタッフの要因によるものかの要因によるものかの要因によるものかの要因によるものか

○○○○事業所のシステムによるものかなどに事業所のシステムによるものかなどに事業所のシステムによるものかなどに事業所のシステムによるものかなどについて詳しくついて詳しくついて詳しくついて詳しく分析する分析する分析する分析する

・・・・ 分析分析分析分析の結果、必要に応じて個別支援計画を修正の結果、必要に応じて個別支援計画を修正の結果、必要に応じて個別支援計画を修正の結果、必要に応じて個別支援計画を修正

・・・・ 修正修正修正修正にあたっては、にあたっては、にあたっては、にあたっては、 時間軸と支援（サービス）内容の観点から修正・変更時間軸と支援（サービス）内容の観点から修正・変更時間軸と支援（サービス）内容の観点から修正・変更時間軸と支援（サービス）内容の観点から修正・変更

・・・・ 個別個別個別個別支援計画の修正・変更に当たっては、利用者に説明し同意を得る支援計画の修正・変更に当たっては、利用者に説明し同意を得る支援計画の修正・変更に当たっては、利用者に説明し同意を得る支援計画の修正・変更に当たっては、利用者に説明し同意を得る

・・・・ 個別個別個別個別支援計画の修正・変更とその結果を記録する支援計画の修正・変更とその結果を記録する支援計画の修正・変更とその結果を記録する支援計画の修正・変更とその結果を記録する

必要なツール必要なツール必要なツール必要なツール

・個別支援計画の修正・変更・個別支援計画の修正・変更・個別支援計画の修正・変更・個別支援計画の修正・変更記録票記録票記録票記録票

(5)中 間 評 価 と 修 正

② 個別支援計画の修正
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中間評価による個別支援計画の修正

初期評価初期評価初期評価初期評価

実際の到達点

到達すべき状態

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

等等 等等
のの のの
修
正

修
正

修
正

修
正
・・ ・・
変
更

変
更

変
更

変
更

第１期評価第１期評価第１期評価第１期評価

原
因

原
因

原
因

原
因
のの のの
分
析

分
析

分
析

分
析

第２期評価第２期評価第２期評価第２期評価

到
達

到
達

到
達

到
達
す
べ
き

す
べ
き

す
べ
き

す
べ
き
状
態

状
態

状
態

状
態

到
達

到
達

到
達

到
達
す
べ
き

す
べ
き

す
べ
き

す
べ
き
状
態

状
態

状
態

状
態

初
期
状
態

初
期
状
態

初
期
状
態

初
期
状
態
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(6)終 期 評 価

・・・・ 支援目標支援目標支援目標支援目標達成度を含めた達成度を含めた達成度を含めた達成度を含めた個別支援計画全体を客観的に評価個別支援計画全体を客観的に評価個別支援計画全体を客観的に評価個別支援計画全体を客観的に評価

・・・・ 利用者利用者利用者利用者のののの状態の変化・満足度状態の変化・満足度状態の変化・満足度状態の変化・満足度などの観点から評価などの観点から評価などの観点から評価などの観点から評価

・・・・ 次回次回次回次回の個別支援計画作成に評価を生かすの個別支援計画作成に評価を生かすの個別支援計画作成に評価を生かすの個別支援計画作成に評価を生かす

実施方法実施方法実施方法実施方法

必要なツール必要なツール必要なツール必要なツール

・・・・終期終期終期終期評価表評価表評価表評価表

・・・・ 支援目標支援目標支援目標支援目標に達したかに達したかに達したかに達したかを評価を評価を評価を評価

・・・・ 目標が達成目標が達成目標が達成目標が達成されなかったらどの段階まで達成されたか評価されなかったらどの段階まで達成されたか評価されなかったらどの段階まで達成されたか評価されなかったらどの段階まで達成されたか評価

・・・・ サービスサービスサービスサービス提供はスムーズに行われたか評価提供はスムーズに行われたか評価提供はスムーズに行われたか評価提供はスムーズに行われたか評価

・・・・ スムーズスムーズスムーズスムーズでなかった場合でなかった場合でなかった場合でなかった場合どこに原因があったかどこに原因があったかどこに原因があったかどこに原因があったか評価評価評価評価

・・・・ サービスサービスサービスサービス提供を受けた利用者はどのように変化したか提供を受けた利用者はどのように変化したか提供を受けた利用者はどのように変化したか提供を受けた利用者はどのように変化したか

・・・・ 利用者利用者利用者利用者は提供されたサービスについてどのような気持ちをもっているかは提供されたサービスについてどのような気持ちをもっているかは提供されたサービスについてどのような気持ちをもっているかは提供されたサービスについてどのような気持ちをもっているか

（（（（満足度はどうか満足度はどうか満足度はどうか満足度はどうか））））評価評価評価評価

・・・・ 次次次次の目標を設定を含め個別支援計画を作成するときにフイードバックするの目標を設定を含め個別支援計画を作成するときにフイードバックするの目標を設定を含め個別支援計画を作成するときにフイードバックするの目標を設定を含め個別支援計画を作成するときにフイードバックする
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中間評価から終期評価

次期の

個別支援計画

に生かす

次期の

個別支援計画

に生かす

次期の

個別支援計画

に生かす

・主目標の到達度

・個別目標の到達度

・関係機関の連携度

・本人の満足度

個別支援計画全体を評価し次期の計画につなげる

○ 主目標

○ 個別的目標

個別的目標の

中間評価

全体的評価

終期終期終期終期評価評価評価評価

中間評価中間評価中間評価中間評価
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終期評価について

終
期
評
価

終
期
評
価

終
期
評
価

終
期
評
価

中
間
評
価

中
間
評
価

中
間
評
価

中
間
評
価

初
期
状
態
評
価

初
期
状
態
評
価

初
期
状
態
評
価

初
期
状
態
評
価

次
期
目
標
設
定

次
期
目
標
設
定

次
期
目
標
設
定

次
期
目
標
設
定

サービス提供プロセスの全体を評価サービス提供プロセスの全体を評価サービス提供プロセスの全体を評価サービス提供プロセスの全体を評価

中
間
評
価

中
間
評
価

中
間
評
価

中
間
評
価
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利用者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

到達目標 達成状況の評価 全体的評価 次の目標設定への意見等

1

達成 ほぼ達成 未達成

2

達成 ほぼ達成 未達成

3
達成 ほぼ達成 未達成

4

達成 ほぼ達成 未達成

5

達成 ほぼ達成 未達成

6

達成 ほぼ達成 未達成

利用者の満足度等意見

終期評価表の例
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プログラム及びサービスに対する満足度調査（例）プログラム及びサービスに対する満足度調査（例）プログラム及びサービスに対する満足度調査（例）プログラム及びサービスに対する満足度調査（例）

１ このプログラムの質はどの程度でしたか。該当するものに○印をつけてください。

① とてもよかった ② よかった ③ どちらともいえない ④よくなかった

２ 友人がこのプログラムを受けたいと希望したら、このプログラムを推薦しますか。

① 積極的に推薦する ② 推薦する ③ どちらともいえない ④ 推薦しない

３ プログラムを受けた量に満足はしていますか。

① とても満足している ② 満足している ③ どちらともいえない ④ 満足していない

４ このプログラムは、役立ちましたか。

① とても役に立った ② 役に立った ③ どちらともいえない ④ 役に立たなかった

５ 全体的にこのプログラムに満足しましたか。

① とても満足している ② 満足している ③ どちらともいえない ④ 満足していない

６ もしこのプログラムがもう一度あったら、このようなプログラムをもう一度受けたいと思いますか。

① 積極的に受けたい ② 受けたい ③ どちらともいえない ④ 受けようと思わない
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３．サービス提供における管理
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目目目目 次次次次

３３３３ サービス提供における管理サービス提供における管理サービス提供における管理サービス提供における管理

（１）支援会議の運営（１）支援会議の運営（１）支援会議の運営（１）支援会議の運営

（２）サービス提供職員に対するマネジメント（２）サービス提供職員に対するマネジメント（２）サービス提供職員に対するマネジメント（２）サービス提供職員に対するマネジメント

（３）サービス提供の管理と虐待防止（３）サービス提供の管理と虐待防止（３）サービス提供の管理と虐待防止（３）サービス提供の管理と虐待防止

（４（４（４（４）サービス内容のチェック）サービス内容のチェック）サービス内容のチェック）サービス内容のチェック
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(1)支援会議の運営

・・・・ 個別個別個別個別支援計画の作成等のために支援計画の作成等のために支援計画の作成等のために支援計画の作成等のために定期的に支援会議定期的に支援会議定期的に支援会議定期的に支援会議を実施するを実施するを実施するを実施する

・・・・ 利用者利用者利用者利用者やサービス提供職員の他、必要にやサービス提供職員の他、必要にやサービス提供職員の他、必要にやサービス提供職員の他、必要に応じて家族、応じて家族、応じて家族、応じて家族、関連機関の職員と開催する関連機関の職員と開催する関連機関の職員と開催する関連機関の職員と開催する

・・・・ サービスサービスサービスサービス管理責任者は管理責任者は管理責任者は管理責任者は支援会議が効率的に運営されるようマネジメント支援会議が効率的に運営されるようマネジメント支援会議が効率的に運営されるようマネジメント支援会議が効率的に運営されるようマネジメントするするするする

実施方法実施方法実施方法実施方法

必要なツール必要なツール必要なツール必要なツール

・・・・ 支援会議記録表支援会議記録表支援会議記録表支援会議記録表

・・・・ 支援会議はチームアプローチの場であり支援会議はチームアプローチの場であり支援会議はチームアプローチの場であり支援会議はチームアプローチの場であり、、、、サービス提供職員と個別支援計画をサービス提供職員と個別支援計画をサービス提供職員と個別支援計画をサービス提供職員と個別支援計画を

実現実現実現実現していく場であることを認識するしていく場であることを認識するしていく場であることを認識するしていく場であることを認識する

・・・・ サービス提供職員と個別支援計画を協働して検討し作成していくサービス提供職員と個別支援計画を協働して検討し作成していくサービス提供職員と個別支援計画を協働して検討し作成していくサービス提供職員と個別支援計画を協働して検討し作成していく

・・・・ サービス管理責任者は適時サービス管理責任者は適時サービス管理責任者は適時サービス管理責任者は適時、、、、指導指導指導指導・・・・助言を実施する助言を実施する助言を実施する助言を実施する

・・・・ 担当した個別支援計画の説明などサービス提供職員の教育の場でもある担当した個別支援計画の説明などサービス提供職員の教育の場でもある担当した個別支援計画の説明などサービス提供職員の教育の場でもある担当した個別支援計画の説明などサービス提供職員の教育の場でもある

・・・・ 他の支援方法の導入などチームでサービス提供の工夫を凝らす他の支援方法の導入などチームでサービス提供の工夫を凝らす他の支援方法の導入などチームでサービス提供の工夫を凝らす他の支援方法の導入などチームでサービス提供の工夫を凝らす

・・・・ 支援会議運営マニュアルなどを作成しておくと効果的な運営が可能となる支援会議運営マニュアルなどを作成しておくと効果的な運営が可能となる支援会議運営マニュアルなどを作成しておくと効果的な運営が可能となる支援会議運営マニュアルなどを作成しておくと効果的な運営が可能となる

・・・・ 支援会議の内容を記録しておく支援会議の内容を記録しておく支援会議の内容を記録しておく支援会議の内容を記録しておく
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支援会議の意義

サービス利用者の

支援に役立つ

（個別支援計画の作成、

中間評価、最終評価など

を行う場で、様々な視点を

もつ人の意見や知恵、

力を合わせるチーム）

他領域の知識を

得ることができる

（他の人の実際的な視点

や知識に触れ、事態の理

解や対処法について行き

詰まり打開の発想が広が

る）

サービス提供職員間の

コミュニケーションを高める

（活動の場をともにし、理解を共有することで、

お互いの立場や実情、能力がわかり、

日常の実践においてコミュニケーションを高める）

野中野中野中野中 猛猛猛猛 氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメントントントント実実実実践践践践ののののコツ」Ｐ．８３コツ」Ｐ．８３コツ」Ｐ．８３コツ」Ｐ．８３より修正より修正より修正より修正
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支援会議で行われるべき事柄

客観的情報の交換客観的情報の交換客観的情報の交換客観的情報の交換

（家族歴、生活歴、生活全

般、行動特性、地域特性、

制度の実情など具体的に

とらえ、情報を広く集め、

固定した見方を避ける）

主観的感情の交流主観的感情の交流主観的感情の交流主観的感情の交流

（関係者の正直な想いは、

良くも悪くも貴重な情報源、

話しやすい雰囲気作り

見立てや手立てに関する見立てや手立てに関する見立てや手立てに関する見立てや手立てに関する

発想の交換発想の交換発想の交換発想の交換

（前半は見立てを、後半は

手立てを集中して意見交換）

当面の支援方針決定当面の支援方針決定当面の支援方針決定当面の支援方針決定

（会議の結論は、真実の

追究より当面の一歩を

踏み出す行動目標）

役割分担役割分担役割分担役割分担

（支援方針に基づき、

サービス提供職員の

役割分担を具体的

に決定する）

野中野中野中野中 猛猛猛猛 氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメントントントント実実実実践践践践ののののコツ」Ｐ．８４コツ」Ｐ．８４コツ」Ｐ．８４コツ」Ｐ．８４よりよりよりより
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支援会議の運営作業

１．目的に沿って参加者を選択する

２．支障のない場所と時間を設定する

３．大変な事例から選択する

４．情報を整理した資料を準備する

５．運営上の役割を定めておく

６．見立てと手立ては時間的に分けて議論する

７．最後の結論を確認する

野中 猛 氏「ケアマネジメント実践のコツ」Ｐ．８５～８６より
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支援会議で行うべきでないこと

野中野中野中野中 猛猛猛猛 氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメントントントント実実実実践践践践ののののコツ」Ｐ．８７コツ」Ｐ．８７コツ」Ｐ．８７コツ」Ｐ．８７よりよりよりより

担当者の不備を責める担当者の不備を責める担当者の不備を責める担当者の不備を責める

その場にいない人やその場にいない人やその場にいない人やその場にいない人や

機関を悪者にする機関を悪者にする機関を悪者にする機関を悪者にする

納得しないまま納得しないまま納得しないまま納得しないまま

「お説拝聴」をする「お説拝聴」をする「お説拝聴」をする「お説拝聴」をする

記者や裁判官の記者や裁判官の記者や裁判官の記者や裁判官の

ように真実を追究するように真実を追究するように真実を追究するように真実を追究する

結論が出ない結論が出ない結論が出ない結論が出ない

まま終了するまま終了するまま終了するまま終了する
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(2)サービス提供職員に対するマネジメント

・チームマネジメントが基本であること・チームマネジメントが基本であること・チームマネジメントが基本であること・チームマネジメントが基本であること

・利用者の権利擁護などの幅広い視点を伝えること・利用者の権利擁護などの幅広い視点を伝えること・利用者の権利擁護などの幅広い視点を伝えること・利用者の権利擁護などの幅広い視点を伝えること

・高度な専門的知識・技術の獲得のための研修などの企画・運営・高度な専門的知識・技術の獲得のための研修などの企画・運営・高度な専門的知識・技術の獲得のための研修などの企画・運営・高度な専門的知識・技術の獲得のための研修などの企画・運営

実施方法実施方法実施方法実施方法

・・・・ 大きな成果は良好なチームワークで生まれることの徹底大きな成果は良好なチームワークで生まれることの徹底大きな成果は良好なチームワークで生まれることの徹底大きな成果は良好なチームワークで生まれることの徹底

・・・・ チームのチームのチームのチームの共通目標共通目標共通目標共通目標を設定しを設定しを設定しを設定し課題を共有課題を共有課題を共有課題を共有することすることすることすること

・・・・ チームメンバーのやる気を引き出すことチームメンバーのやる気を引き出すことチームメンバーのやる気を引き出すことチームメンバーのやる気を引き出すこと

・・・・ 情緒的コミュニケーションと課題的コミュニケーションを図る情緒的コミュニケーションと課題的コミュニケーションを図る情緒的コミュニケーションと課題的コミュニケーションを図る情緒的コミュニケーションと課題的コミュニケーションを図る

・・・・ メンバーのメンバーのメンバーのメンバーの役割を明確役割を明確役割を明確役割を明確にしにしにしにし、、、、適材適所に心がえる適材適所に心がえる適材適所に心がえる適材適所に心がえる

・・・・ チームのルールはチームのルールはチームのルールはチームのルールは、、、、明確にしておく明確にしておく明確にしておく明確にしておく

・・・・ コーチング技法の導入コーチング技法の導入コーチング技法の導入コーチング技法の導入

・・・・ 成果成果成果成果((((アウトカムアウトカムアウトカムアウトカム））））主義の導入主義の導入主義の導入主義の導入

・・・・ 育成方法の育成方法の育成方法の育成方法の検討検討検討検討
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初心者に対するスーパービジョン

１．対人支援の原則を伝える

２．全体像をとらえる

３．支援の方向を示す

４．価値や意義を指摘する

５．実践技術を伝える

６．問題解決を示唆する

７．他者との役割分担を示唆する

８．関連する情報を伝える

９．限界を設定する

１０．才能を発見して強化する

野中野中野中野中 猛猛猛猛 氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメ氏「ケアマネジメントントントント実実実実践践践践ののののコツ」Ｐ．７８～８０コツ」Ｐ．７８～８０コツ」Ｐ．７８～８０コツ」Ｐ．７８～８０よりよりよりより
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コーチング技法の導入

コーチングとはコーチングとはコーチングとはコーチングとは

「会話によって相手の優れた「会話によって相手の優れた「会話によって相手の優れた「会話によって相手の優れた能力を引き出しながら、能力を引き出しながら、能力を引き出しながら、能力を引き出しながら、

前進をサポートし、前進をサポートし、前進をサポートし、前進をサポートし、自発的な行動を促すコミュニケー自発的な行動を促すコミュニケー自発的な行動を促すコミュニケー自発的な行動を促すコミュニケー

ション・スキルション・スキルション・スキルション・スキル」」」」です。です。です。です。

それは、「答は、その人の中にある」ということが前それは、「答は、その人の中にある」ということが前それは、「答は、その人の中にある」ということが前それは、「答は、その人の中にある」ということが前

提になります。提になります。提になります。提になります。答えをもっていると信じている答えをもっていると信じている答えをもっていると信じている答えをもっていると信じているからこからこからこからこ

そ、前進をサポートでき、自発的な行動を促すことがそ、前進をサポートでき、自発的な行動を促すことがそ、前進をサポートでき、自発的な行動を促すことがそ、前進をサポートでき、自発的な行動を促すことが

できるのです。できるのです。できるのです。できるのです。

播摩早苗「今すぐ使える！コーチング」ＰＨＰビジネス新書、Ｐ．１播摩早苗「今すぐ使える！コーチング」ＰＨＰビジネス新書、Ｐ．１播摩早苗「今すぐ使える！コーチング」ＰＨＰビジネス新書、Ｐ．１播摩早苗「今すぐ使える！コーチング」ＰＨＰビジネス新書、Ｐ．１4444
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４つのコーチング力

コーチング＝聴く力コーチング＝聴く力コーチング＝聴く力コーチング＝聴く力

ＢＢＢＢ 働きかける力働きかける力働きかける力働きかける力

ＡＡＡＡ 受け入れる力受け入れる力受け入れる力受け入れる力

質問力質問力質問力質問力

受容する受容する受容する受容する

人間力人間力人間力人間力

コメントコメントコメントコメント

力力力力

理解力理解力理解力理解力

分析力分析力分析力分析力

68



１．虐待防止マニュアルの作成虐待防止マニュアルの作成虐待防止マニュアルの作成虐待防止マニュアルの作成

サービス管理責任者は、虐待防止に取り組むとと

もに、虐待防止マニュアルの作成を必ず行う。

２．利用者の権利擁護の徹底権利擁護の徹底権利擁護の徹底権利擁護の徹底を図る

３．虐待防止は、関係機関（市町村、市町村障害者

虐待防止センター、（自立支援）協議会等）との連連連連

携携携携が必要である。

４．職員間のコミュニケーションの促進コミュニケーションの促進コミュニケーションの促進コミュニケーションの促進を図る

(３)サービス提供の管理と虐待防止

69



・初期面接時の情報

が整理されているか

・事業所として利用者

のニーズに応えられ

るか

・サービスの選択と利

用契約内容は適切

か

・初期状態の把握は

適切にできているか

・到達すべき目標の設

定は妥当か

・サービスの期間設定

や利用領域は適切か

・ニーズの個別支援計

画への反映は十分か

・利用者への十分な説

明と合意が得られて

いるか

・支援目標に対する到達状況

はどうか

・サービスは適切に提供され

ているか

・他系事業活用の必要性があ

る場合は、利用者とも合意

ができているか

・定期的な中間評価に基づく

対応（支援内容のズレや不

足に対する修正）や記録は

妥当か

・関係機関との連携は十分か

・目標は達成さ

れたか

・利用者は満足

しているか

・契約は履行さ

れたか

・サービス提供

職員の意見

・次の目標への

準備はできて

いるか

(４)サービス内容のチェック

（
１
）
初
期
面
接
時
の
状
況
把
握

（
２
）
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
３
）
個
別
支
援
計
画
の
作
成

（
４
）
個
別
支
援
計
画
の
実
施

（
５
）
中
間
評
価
と
修
正

（
６
）
終
期
評
価
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